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河川整備計画策定に向けた河川整備計画策定に向けた
庄川の現状と課題庄川の現状と課題
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河川の整備を行うに当たっての長期的な基本方針及び
河川の整備の基本となる事項を定めたもの
【策定項目】
・基本方針、基本高水、計画高水流量、正常流量など

庄川水系では平成１９年７月に策定

河川整備基本方針

河川の整備に関する計画を定めたもので、今後２０～
３０年程度の中期的計画であり、具体的・段階的な河
川の姿を示すもの
【策定項目】
・河川工事、河川維持の内容など

今回、策定する計画

河川整備計画

◇河川整備基本方針と河川整備計画の関係◇河川整備基本方針と河川整備計画の関係
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第１章第１章 流域の概要流域の概要

第２章 河川の現状と課題

第３章 河川整備の目標に関する事項
第１節 河川整備の基本理念
第２節 計画対象区間
第３節 計画対象期間
第４節 洪水による災害の防止又は軽減に関する目標
第５節 流水の適切な利用及び正常な機能の維持に関する目標
第６節 河川環境の整備と保全に関する目標

第４章第４章 河川の整備の実施に関する事項河川の整備の実施に関する事項
第１節第１節 河川の整備の実施に関する基本的事項河川の整備の実施に関する基本的事項
第２節第２節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事

の施行により設置される河川管理施設の機能の概要の施行により設置される河川管理施設の機能の概要

第３節第３節 河川の維持の目的、種類及び施行の場所河川の維持の目的、種類及び施行の場所

◇第２回懇談会でご意見を頂きたい項目◇第２回懇談会でご意見を頂きたい項目

第１回懇談会

今回ご意見を頂
きたい項目
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１．計画対象区間及び期間１．計画対象区間及び期間

・直轄管理区間である河口～
庄川用水合口ダムまでの
26.1kmの区間と上流の利賀
ダム区間6.9kmの計33.0km

計画対象区間

計画対象期間

・概ね３０年間

直轄管理区間
26.1km

直轄管理区間
6.9km
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２．災害の発生の防止又は軽減に関する事項２．災害の発生の防止又は軽減に関する事項

～～ 現状と課題現状と課題 ～～
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① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保

② 洪水の浸透及び「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー
に対する堤防等の安全確保

② 洪水の浸透及び「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー
に対する堤防等の安全確保

③ 「減災」への取り組み③ 「減災」への取り組み

④ 洪水調節施設④ 洪水調節施設
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堤防整備の状況堤防整備の状況

① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保

計画高水流量（5,800m3/ｓ）に対する堤防整備状況

基本方針で定める河道配分流量（計画高水流量）に対して、大門大橋基本方針で定める河道配分流量（計画高水流量）に対して、大門大橋
から下流部と中上流部の一部箇所では、洪水を安全に流すことができから下流部と中上流部の一部箇所では、洪水を安全に流すことができ
ない状態となっている。ない状態となっている。

堤防高・幅ともに不足している区間

堤防幅が不足している区間

堤防高・幅とも満たす区間
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庄川水位の影響を受ける和田川合流処理庄川水位の影響を受ける和田川合流処理

庄川に河口から庄川に河口から6.56.5ｋｍ付近で合流する右支川和田川は、洪水時ｋｍ付近で合流する右支川和田川は、洪水時
に合流点の庄川の水位の影響を受ける河川である。に合流点の庄川の水位の影響を受ける河川である。

現在の和田川は庄川水位の影響を受け、庄川同様に水位が上昇す現在の和田川は庄川水位の影響を受け、庄川同様に水位が上昇す
るため、庄川と同程度の堤防が必要であるが、堤防の高さが不足るため、庄川と同程度の堤防が必要であるが、堤防の高さが不足
している。している。

和田川合流点 和田川の特殊堤

① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保

庄川和田川
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治水上のボトルネックとなっている治水上のボトルネックとなっている
下流部の河川横断工作物下流部の河川横断工作物

河口付近で渡河する万葉線（旧加越能鉄道）鉄道橋は桁下余裕高河口付近で渡河する万葉線（旧加越能鉄道）鉄道橋は桁下余裕高
が不足しており、治水上のボトルネックとなっている。が不足しており、治水上のボトルネックとなっている。

万葉線鉄道橋と計画高水・戦後最大洪水時水位の関係

① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保

万葉線鉄道橋のほか、新庄川橋、
高新大橋、高岡橋、JR北陸線
橋梁、大門大橋、雄神橋では計
画高水流量を流下させるための
桁下余裕高が不足している。

現改修計画に基づき架け替えを行った場合、現改修計画に基づき架け替えを行った場合、2.22.2ｍの橋梁嵩上げｍの橋梁嵩上げ
が必要になる。また、これに伴い必要になる線路の擦り付け延長が必要になる。また、これに伴い必要になる線路の擦り付け延長
は左岸は左岸540m540m、右岸、右岸240240ｍとなる。ｍとなる。

計画高水流量

戦後最大(4,200m3/s)
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庄川の河床変動状況庄川の河床変動状況
庄川の中流域は、北陸地方の他の河川と同様に河床が堤内地盤より庄川の中流域は、北陸地方の他の河川と同様に河床が堤内地盤より

高い天井川であった。この堆積土砂の排除を目的に、タワーエキス高い天井川であった。この堆積土砂の排除を目的に、タワーエキス

カーベーターを用いた河床掘削により河床低下が図られた。カーベーターを用いた河床掘削により河床低下が図られた。

タワーエキスカーベーターによる河床掘削は、昭和タワーエキスカーベーターによる河床掘削は、昭和1717年度（昭和年度（昭和

1818年１月）より開始し、昭和年１月）より開始し、昭和3434年度完了までに年度完了までに1,3511,351千千mm33を掘を掘

削した。昭和削した。昭和3535年度からは、庄川における河床の人為的掘削（砂年度からは、庄川における河床の人為的掘削（砂

利採取は除く）は規制された。利採取は除く）は規制された。

近年では、庄川上流にダム群があるため、顕著な土砂供給はない。近年では、庄川上流にダム群があるため、顕著な土砂供給はない。

① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保

タワーエキスカーベーター
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安定傾向にある庄川の河床安定傾向にある庄川の河床

平成平成55年の砂利採取規制までは河床の低下傾向が続いていたが、年の砂利採取規制までは河床の低下傾向が続いていたが、

それ以降は河床高は概ね安定傾向にある。それ以降は河床高は概ね安定傾向にある。

砂利採取量と河床変動量の関係
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【昭和51年～昭和59年】

砂利採取等による河床低下が顕著

砂利採取規制により近年は概ね安定

砂利採取等による河床低下が顕著

年間砂利採取量：約13万m3

【昭和60年～平成4年】 年間砂利採取量：約3万～12万m3

【平成5年～平成15年】 年間砂利採取量：2万m3
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河口近くでは変動が見られる 砂利採取により低下が進行するが、近年は安定
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河床高縦断の経年変化と変動量

① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保



1212

堤内地盤高と平均河床高の比較堤内地盤高と平均河床高の比較

天井川は概ね改善。天井川は概ね改善。

① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保① 洪水を安全に流下させる川の‘器’の確保
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堤防の浸透に対する安全性確保堤防の浸透に対する安全性確保

②洪水の浸透及び「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー
に対する堤防等の安全確保

②洪水の浸透及び「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー
に対する堤防等の安全確保

堤防は、古くから逐次強化を重ねてきた長い歴史の産物であるが、堤防は、古くから逐次強化を重ねてきた長い歴史の産物であるが、
その構造は主に実際に発生した被災などの経験に基づいて定めらその構造は主に実際に発生した被災などの経験に基づいて定めら
れてきたものであり、構造の破壊過程を解析的に検討して設計されてきたものであり、構造の破壊過程を解析的に検討して設計さ
れているものではない。れているものではない。
堤防の安全性を確保するために、浸透に対する堤防の安全性の点堤防の安全性を確保するために、浸透に対する堤防の安全性の点
検を現在実施中検を現在実施中



1414

澪筋の変化・河岸侵食澪筋の変化・河岸侵食
庄川は扇状地を流れる急流河川のため澪筋が不安定庄川は扇状地を流れる急流河川のため澪筋が不安定

このため河岸の水衝位置が変化している。このため河岸の水衝位置が変化している。

平成３年

平成１０年

水衝位置が変化

② 洪水の浸透及び「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー
に対する堤防等の安全確保

② 洪水の浸透及び「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー
に対する堤防等の安全確保

河岸侵食L=約30m

河岸侵食
L=約300m

出水前の河岸線

平成11年９月出水（流量 約1,400m3/s）

河岸の被災状況
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河岸の侵食・洗掘河岸の侵食・洗掘

② 洪水の浸透及び「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー
に対する堤防等の安全確保

② 洪水の浸透及び「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー
に対する堤防等の安全確保

侵食の拡大 → 破堤洗掘の進行

護岸裏の吸出し

垂直方向の侵食
横断方向の侵食

河岸侵食のメカニズム

ＨＷＬ

根継ぎ護岸根継ぎ護岸

既設護岸
を利用
既設護岸
を利用

最深河床高最深河床高

（対策例）
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澪筋変化・河岸侵食（澪筋変化・河岸侵食（33））

澪筋が不安定で水衝部が変化するととともに、急流で流速が早澪筋が不安定で水衝部が変化するととともに、急流で流速が早
いため中小洪水で河岸侵食が発生いため中小洪水で河岸侵食が発生

洪水流の強大なエネルギーから被災を防ぐため、安全度評価を洪水流の強大なエネルギーから被災を防ぐため、安全度評価を
実施し、護岸や水制等を整備するとともに、堤防詳細点検を基実施し、護岸や水制等を整備するとともに、堤防詳細点検を基
に、漏水対策や堤防強化を実施に、漏水対策や堤防強化を実施

② 洪水の浸透及び「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー
に対する堤防等の安全確保

② 洪水の浸透及び「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー
に対する堤防等の安全確保

既設護岸

根継ぎ護岸

根継ぎ護岸工の施工状況
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霞堤の機能を評価し、適切な維持保全が必要霞堤の機能を評価し、適切な維持保全が必要

左岸６箇所、右岸６箇所の計１２箇所の霞堤が現存左岸６箇所、右岸６箇所の計１２箇所の霞堤が現存

個々の霞堤の機能を踏まえ適切に管理。個々の霞堤の機能を踏まえ適切に管理。

霞堤の効果

・氾濫時の氾濫水の戻し効果

・遊水効果

･内水及び支川排水が容易

･二線堤としての機能

雄神

10k

20k

大門

河
口

○：霞堤位置

霞堤位置図

③ 「減災」への取り組み③ 「減災」への取り組み
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防災情報（防災情報（11））
これまでの取り組みに加え、洪水予報の改善とあわせ、見やすいカこれまでの取り組みに加え、洪水予報の改善とあわせ、見やすいカ
ラー量水板の設置により、わかりやすい情報伝達へ取り組んでいる。ラー量水板の設置により、わかりやすい情報伝達へ取り組んでいる。
また、防災情報のまた、防災情報のFAXFAX一括発信、一括発信、 「防災ネット富山」によるリアル「防災ネット富山」によるリアル
タイムの情報提供の実施など、情報伝達の迅速化を図っている。タイムの情報提供の実施など、情報伝達の迅速化を図っている。
各自治体によりハザードマップ（浸水想定区域図）の公表が行われる各自治体によりハザードマップ（浸水想定区域図）の公表が行われる
とともに、ケーブルとともに、ケーブルTVTVによる防災専用チャンネルが開局している。による防災専用チャンネルが開局している。

洪水予報の改善

③ 「減災」への取り組み③ 「減災」への取り組み

カラー量水板
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防災情報（防災情報（22））

③ 「減災」への取り組み③ 「減災」への取り組み

FAX一括発信による情報伝達の迅速化

↓

↓

↓ ↓

↓

↓ ↓

↓

↓ ↓

↓ ↓

・国の配信箇所数 最大５箇所 最大２０箇所 同時配信範囲

・配信時間（消防本部まで） 1時間 １０分以内 FAX
着信確認（国）

・鮮明度 判読困難 鮮明 着信確認（県・市町村）

・その他 メールも同時配信

今後

局

出張所

局

出張所

事務所

FRICS

消防署・分団

市町村
（水防管理団体）

従来

県　河川課

消防本部

消防本部 消防署・分団

土木センター

土木センター

市町村
（水防管理団体）

県　河川課

事務所

FRICS

一括発信により情報伝達の迅速化が図られる（従来1時間⇒今後10
分）
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防災情報（防災情報（33））

防災ネット富山ホームページ

③ 「減災」への取り組み③ 「減災」への取り組み

雨量や河川水位、CCTVの
映像など防災情報をイン
ターネットでリアルタイム
に配信

ケーブルTV防災専用チャンネル

国や県が持つ防災関連のデータを提供し、富山県
ケーブルテレビ協議会が「防災チャンネル」を
立ち上げた。（H19.6.1運用開始）

雨量・水位データ、河川・砂防・海岸のカメラ
映像、消防防災ヘリの映像を利用して防災情報
番組を提供
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防災情報（防災情報（44））
高岡市ハザードマップ

③ 「減災」への取り組み③ 「減災」への取り組み

平成14年9月に富山県内直轄4河川について、破堤などの重大な
洪水被害が生じた場合に想定される浸水区域とその水深、流域、
到達時間を公表（想定氾濫区域図）

これを基に、平成18年度までに富山市、高岡市、射水市（旧新湊
地区）において避難情報を示したハザードマップが作成された。
他の市町村でも作成・配布する準備が進められている。

庄川・小矢部川想定氾濫区域図
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利賀ダムの整備利賀ダムの整備

④ 洪水調節施設④ 洪水調節施設

基本高水流量（6,500m3/s）に対し、500m3/s
を調節することにより、河道の負荷を軽減し、庄川
沿川地域を洪水から守る。洪水時に庄川本川水位を
低下させ内水被害を軽減。

既得用水取水の安定化
と河川環境の保全

庄川を流れる水量が少ないときに、庄川の流水が
担っている漁業、景観、地下水位の維持、動植物
の保護、用水取水の確保、水質の保持などのため、
雄神地点（庄川合口ダム下流）で概ね8.4m3/s以
上の流量を確保。

洪水の防御

工業用水の確保
工業用水として一日最大8,640m3/日を新たに開
発し、地域の産業の発展に貢献。
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３．河川の適正な利用及び３．河川の適正な利用及び
流水の正常な機能の維持に関する事項流水の正常な機能の維持に関する事項

～～ 現状と課題現状と課題 ～～
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② 良好な水質の維持② 良好な水質の維持

① 水利用の現状と河川の流況① 水利用の現状と河川の流況



2525庄川水利用模式図（上流）

① 水利用の現状と河川の流況① 水利用の現状と河川の流況

最大取水量(m３/ｓ）

水利用の実態（１）水利用の実態（１）

上流域における庄川上流域における庄川
の水利用は発電用水の水利用は発電用水
として繰り返し利用として繰り返し利用
されている（総最大されている（総最大
出力約出力約100100万万kWkW））
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小牧ダム

庄川用水合口ダム

庄
川

和田川

庄東第一P.S.

雄神P.S.

中野P.S.

参考

左岸中野P.S.以降

右岸幹線系

⑬三合新用水

⑭芹谷野用水 ⑮針山口用水

二万石系

砺波広域水道

③二万石用水 ②新用水 ①山見八ヶ（第二）用水

左岸幹線系 ⑩副水路

⑨舟戸給水

⑥若林口用水

⑦新又口用水

⑧舟戸口用水

⑪上新又口用水

⑫千保柳瀬用水

④鷹栖口用水

⑤上若林用水

小牧ダム掛かり ⑱南砺用水

⑰山見八ヶ（第一）用水

日 本 海

農業用水単独水路

共同水路

農業用水以外単独水路

小牧P.S.

放水路

Qmax 138.74

Qmax 90.00

⑯六ヶ用水

⑲西部⑳東部

（単位：m3/s）

max 1.577
min 0.428

max 11.163
min 3.628

max 23.227
min 5.222

max 41.907,min 10.975

水利用の実態（２）水利用の実態（２）
合口ダムでの取水により、発電用水、農業用水（最大約７０合口ダムでの取水により、発電用水、農業用水（最大約７０
m3/sm3/s）、上水道（最大約）、上水道（最大約0.6m3/s0.6m3/s）に利用）に利用

① 水利用の現状と河川の現状① 水利用の現状と河川の現状

庄川水利用模式図（下流）

排水樋管位置

max 2.397
min 0.428

max 10.712
min 3.628

10.795

max 44.52

max 70.00
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河川流況（１）河川流況（１）

① 水利用の現状と河川の流況① 水利用の現状と河川の流況
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豊水流量：1年を通じで95日はこれを下回らない流量

平水流量：1年を通じで185日はこれを下回らない流量

低水流量：1年を通じで275日はこれを下回らない流量

渇水流量：1年を通じで355日はこれを下回らない流量

雄神地点の流況は平水流量で約８雄神地点の流況は平水流量で約８mm33/s/s、、渇水流量で渇水流量で約約77mm33/s/s
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河川流況（２）河川流況（２）

① 水利用の現状と河川の流況① 水利用の現状と河川の流況
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大門地点の流況は平水流量で約１８大門地点の流況は平水流量で約１８mm33/s/s、、渇水流量で渇水流量で約約５５mm33/s/s

豊水流量：1年を通じで95日はこれを下回らない流量

平水流量：1年を通じで185日はこれを下回らない流量

低水流量：1年を通じで275日はこれを下回らない流量

渇水流量：1年を通じで355日はこれを下回らない流量
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河川水の伏没還元（１）河川水の伏没還元（１）

庄川扇状地の主な堆積物は砂礫であり、透水性が高いため、地下庄川扇状地の主な堆積物は砂礫であり、透水性が高いため、地下
水は扇端付近まで自由水として流動している。水は扇端付近まで自由水として流動している。
庄川の河川水は扇状地で伏没し、その下流や周辺で湧出している。庄川の河川水は扇状地で伏没し、その下流や周辺で湧出している。
同時流量観測の結果では、雄神地点で平均豊水流量程度のとき、同時流量観測の結果では、雄神地点で平均豊水流量程度のとき、
中田橋～太田橋の間で約中田橋～太田橋の間で約5m5m33//ssの伏没が生じている。の伏没が生じている。

※※雄神地点の平均豊水流量雄神地点の平均豊水流量 約約12m12m33/s/s

0
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70

0 10 20 30 40 50 60 70

太田橋流量(m3/s)

中
田
橋
流

量
(m

3
/
s)

●非かんがい期

●かんがい期

5.47m3/s

同時流量観測結果

① 水利用の現状と河川の流況① 水利用の現状と河川の流況

 

雄神大橋

中田橋

和田川

新庄川橋 高新大橋

北陸本線
大門大橋高岡大橋
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庄川橋
（高速道路橋）
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最深河床高（H.10測量）

伏没区間：約 12.5 ㎞ 湧出区間：約 13.6 ㎞ 

伏 没 

至近 20ヶ年(1981～2000)
の最高水位 

至近 20ヶ年(1981～2000)
の最低水位

湧 出 

中田橋

太田橋
■：河床高より地下水位が低い区間

■：河床高より地下水位が高い区間

庄川最深河床高と周辺地下水位との関係
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河川水の伏没還元（２）河川水の伏没還元（２）

庄川から地下水への供給はあるものの、水田から地下水への涵養庄川から地下水への供給はあるものの、水田から地下水への涵養
が大きいと考えられる。が大きいと考えられる。

地下水位の経年変化

① 水利用の現状と河川の現況① 水利用の現状と河川の現況

扇頂部（相割）

扇端部（江尻）

扇央部（五郎丸）

扇央部（日詰）

かんがい期
に上昇
非かんがい
期に下降

変動小

変動小

扇端部（江尻）
扇央部（日詰）
扇央部（五郎丸）
扇頂部（相割）

庄川
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河川水の伏没還元（河川水の伏没還元（33））

扇状地扇頂部付近に位置する地下水位観測井の至近扇状地扇頂部付近に位置する地下水位観測井の至近1818年年
（（19851985年～年～20022002年）の地下水位変動量を見ると低下傾向。ま年）の地下水位変動量を見ると低下傾向。ま
た、扇状地扇央部に位置する各観測地点でも、長期的な地下水位た、扇状地扇央部に位置する各観測地点でも、長期的な地下水位
が低下傾向。が低下傾向。

これに対し、扇状地扇端部～沿岸域射水低地に位置する観測地点これに対し、扇状地扇端部～沿岸域射水低地に位置する観測地点
では、長期的な地下水位上昇傾向。では、長期的な地下水位上昇傾向。

① 水利用の現状と河川の現況① 水利用の現状と河川の現況
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河川水の伏没還元（河川水の伏没還元（44））

流域全体の（通年流域全体の（通年
平均の）水収支は、平均の）水収支は、
庄川からの伏没涵庄川からの伏没涵
養量（養量（5.4m5.4m33/s/s）と）と
降水及び水田灌漑降水及び水田灌漑
水起源の地下水水起源の地下水
涵養量（涵養量（30.8m30.8m33/s/s））
を合わせた総地下を合わせた総地下
水涵養量水涵養量
（（36.2m36.2m33/s/s）。これ）。これ
に対する地下水利に対する地下水利
用量（用量（2.6m2.6m33/s/s）の）の
割合は割合は7%7%

従って、従って、地下水涵
養は水田からの涵
養量が最も多く全
体の約７５％を占
めている

① 水利用の現状と河川の現況① 水利用の現状と河川の現況

 

⑧ 小矢部川基底流出
（ 29.4 ）

基盤岩

富山湾

庄川

小
矢

部
川

② 蒸発散量
( 8.5 )

⑤ 地下水涵養量　( 30.8 ) 　①-②-③+④

④ 水田灌漑水
（ 27.1 ）

⑨ 地下水利用
( 2.6 )

③ 表面・中間流出
( 18.5 )

⑪ 海への流出
（ 1.7 ）

帯水層

⑥ 庄川からの伏没量
（ 5.4 ）

⑩ 庄川への地下水湧出
（ 2.3 ）

貯留量変化 -0.2
⑦-⑧-⑨-⑩-⑪

⑦ 総地下水涵養量
（ 36.2 ）　⑤+⑥

地表水の収支

地下水の収支

単位：m3/sec

地下水の流入

地下水の流出

① 降水量
( 30.7 )

降水，蒸発散，表面･中間流出

庄川流域の水収支（年平均）
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環境基準値の類型指定は全基準地点で環境基準値の類型指定は全基準地点でAAAA、、AAである。である。
全国的にみても水質のよい河川といえる。全国的にみても水質のよい河川といえる。

雄神橋地点の全国水質ランキング
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環境基準の類型指定状況
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４．河川環境の整備と保全に関する事項４．河川環境の整備と保全に関する事項

～～ 現状と課題現状と課題 ～～
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① 庄川の自然環境の保全① 庄川の自然環境の保全

② 生息・生育環境の連続性の確保② 生息・生育環境の連続性の確保

③ 河川空間の利活用、歴史的・文化的施設の活用の推進③ 河川空間の利活用、歴史的・文化的施設の活用の推進

④ 連携・協働による河川管理の推進④ 連携・協働による河川管理の推進
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河道区分
河床勾配
河川形態

① 庄川の自然環境の保全① 庄川の自然環境の保全

下流部 中流部 上流部

（ 5.5km ～砺波大橋） （砺波大橋～庄川合口ダム）（河口～5.5km）

庄川の環境面での河川区分図（H16年度 河川水辺の国勢調査結果）
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整備計画対象区間の河川区分整備計画対象区間の河川区分

河川整備計画の対象区間について、河道区分、河床勾配、河川形態河川整備計画の対象区間について、河道区分、河床勾配、河川形態
から河川区分を行った。から河川区分を行った。

感潮区間
1/3,000以下

Bc型

通常区間B
1/429
Bc型

通常区間A
1/681

Bb-Bc型

網状区間
1/269
Bb型

通常区間A
1/177
Bb型

4.0k 5.5k 7.5k 17.6k 26.1k0.0k
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下流部の特徴（河口～下流部の特徴（河口～5.55.5kmkm））

下流部～中下流部の緩流部に、発達したヤナギ林やヨシ原等の豊かな下流部～中下流部の緩流部に、発達したヤナギ林やヨシ原等の豊かな
水際植生を有する中州や湿地等、良好な河川環境が形成されている。水際植生を有する中州や湿地等、良好な河川環境が形成されている。

魚類の確認種数は増加傾向にあり、特に良好な環境が残る高岡大橋・魚類の確認種数は増加傾向にあり、特に良好な環境が残る高岡大橋・
大門大橋付近では、淡水魚・回遊魚の確認種数が特に多い。大門大橋付近では、淡水魚・回遊魚の確認種数が特に多い。

高新大橋(4k付近)下流を望む
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庄川における地区別の魚類確認種の比較
（2002調査）

① 庄川の自然環境の保全① 庄川の自然環境の保全
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中流部の特徴（中流部の特徴（5.55.5kmkm～砺波大橋～砺波大橋 ））

中流部に広がる砂礫地には、カワラハハコ、カワラナデシコやアキ中流部に広がる砂礫地には、カワラハハコ、カワラナデシコやアキ
グミ群落等の攪乱環境に依存する種が成立している。攪乱環境を維グミ群落等の攪乱環境に依存する種が成立している。攪乱環境を維
持していくことで、これらの種の継続的な生育が確保される。持していくことで、これらの種の継続的な生育が確保される。

澪筋が網状区間である澪筋が網状区間である1414～～17km17kmでは、平成１６年度の出水によでは、平成１６年度の出水によ
り、カワラヨモギ等の群落が一時的に減少した。り、カワラヨモギ等の群落が一時的に減少した。

上流方向の南郷大橋(10k付近) を望む

カワラヨモギ－カワラハハコ群落 ツルヨシ群落

① 庄川の自然環境の保全① 庄川の自然環境の保全
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下流部

（河口～5.5km）

中流部 上流部

（ 5.5km ～砺波大橋） （砺波大橋～庄川合口ダム）

■ 砂礫州の植物群落の分布 カワラヨモギ－カワラハハコ群落
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■ 高水敷の植物群落の分布 オギ群落・ススキ群落

■水際の植物群落の分布 ヨシ群落・ツルヨシ群落 カワラヨモギ－カワラハハコ群落

ヨシ群落－ツルヨシ群落

オギ群落・ススキ群落

攪乱環境を好むカワラヨモギ－カワラハハコ群落は、中流部で多く見られ、庄川の特攪乱環境を好むカワラヨモギ－カワラハハコ群落は、中流部で多く見られ、庄川の特
徴的な景観を形成している。下流部ではヨシ群落、オギ群落が多く見られるが、中上徴的な景観を形成している。下流部ではヨシ群落、オギ群落が多く見られるが、中上
流部では河床材料・冠水頻度の変化によりツルヨシ群落、ススキ群落へ移行している。流部では河床材料・冠水頻度の変化によりツルヨシ群落、ススキ群落へ移行している。

① 庄川の自然環境の保全① 庄川の自然環境の保全
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上流部の特徴（砺波大橋～庄川合口ダム上流部の特徴（砺波大橋～庄川合口ダム ））

庄川合口ダムを上流端とする上流部では、アケボノソウ、ツメレン庄川合口ダムを上流端とする上流部では、アケボノソウ、ツメレン
ゲ、サイカチ等の植物の注目種が、下流・中流部に比べて多く確認ゲ、サイカチ等の植物の注目種が、下流・中流部に比べて多く確認
されている。されている。

上流方向の舟戸橋(25.4k付近) を望む

庄川で確認された植物の注目種数（H16）
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① 庄川の自然環境の保全① 庄川の自然環境の保全
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イチモンジタナゴ トミヨ

イチモンジタナゴ、イトヨ、トミヨ等の魚類の注目種（イチモンジタナゴ、イトヨ、トミヨ等の魚類の注目種（1717種）の半種）の半
分以上は、ワンドやタマリで確認されており、これらの湧水箇所の分以上は、ワンドやタマリで確認されており、これらの湧水箇所の
環境は庄川の特徴となっている。環境は庄川の特徴となっている。

ＪＲ北陸本線橋(6.6k付近)下流左岸の池

ワンドやタマリなどの湧水箇所の特徴ワンドやタマリなどの湧水箇所の特徴
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① 庄川の自然環境の保全① 庄川の自然環境の保全
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小牧ダムより上流の庄川中・上流小牧ダムより上流の庄川中・上流
部では、白山国立公園、庄川峡県部では、白山国立公園、庄川峡県
定公園等の指定を受けている。定公園等の指定を受けている。

庄川中・上流部の山間部には、コ庄川中・上流部の山間部には、コ
ナラ群落やブナ・ミズナラ等の原ナラ群落やブナ・ミズナラ等の原
生林が広がり、上流域にはミズバ生林が広がり、上流域にはミズバ
ショウ、ザゼンソウ、ワタスゲなショウ、ザゼンソウ、ワタスゲな
どが生育する高層湿原が点在してどが生育する高層湿原が点在して
いる。いる。

庄川庄川 中・上流部中・上流部

ワタスゲ

庄川峡

① 庄川の自然環境の保全① 庄川の自然環境の保全
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本川には、生物の移動阻害となる河川横断工作物はなく、遊泳力本川には、生物の移動阻害となる河川横断工作物はなく、遊泳力
の弱いカマキリ等の魚類が上流でも確認されている。の弱いカマキリ等の魚類が上流でも確認されている。

砺波大橋より上流では、本川と支川・排水樋管等との間に落差が砺波大橋より上流では、本川と支川・排水樋管等との間に落差が
生じている。生じている。

② 生息・生育環境の連続性の確保② 生息・生育環境の連続性の確保

流入支川・樋管等の落差流入支川・樋管等の落差

回遊魚の魚種数
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③ 河川空間の利活用の推進③ 河川空間の利活用の推進

歴史・文化施設、レクリエーション施設歴史・文化施設、レクリエーション施設

庄川沿川には計１５箇所のレクリエーショ庄川沿川には計１５箇所のレクリエーショ
ン施設が整備されており、イベントやスン施設が整備されており、イベントやス
ポーツ等様々な利用が行われている。ポーツ等様々な利用が行われている。

中流部の破堤記念碑、上流部弁財天中流部の破堤記念碑、上流部弁財天

公園付近の松川除け、といった庄川に公園付近の松川除け、といった庄川に

まつわる歴史的資源が存在する。まつわる歴史的資源が存在する。

瑞龍寺 松川除

二万石用水
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③ 河川空間の利活用の推進③ 河川空間の利活用の推進

利用可能な水際の状況と学校の位置関係利用可能な水際の状況と学校の位置関係

『親水護岸や自然河岸などの水辺に近づくことができる区間』は、左
右岸あわせて約19.4km（37％）である。親水公園等は、6箇所に
整備されている。

庄川沿川の小学校や中学校、高校は1３校あり、水生生物調査による
水質判定や河川敷の清掃等が行われている。
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アユつかみ取り大会（８月）

庄川自然の里
ホタルの幼虫、カワニナ、ニジマ
ス、コイの放流（Ｈ１５．５）

庄川ふれあいロード
清流マラソン（４月）

小学校環境学習
～水生生物による水質判定～

越中だいもん凧まつり（５月）

小学校環境学習
～水生生物による水質判定～

③ 河川空間の利活用の推進③ 河川空間の利活用の推進

イベントイベント
庄川庄川沿川では、小学校による水生生物調査等の環境教育、高校生によ
る河川敷の清掃の他、庄川水祭り等の様々なイベントが行われている。

庄川水祭り（８月）
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庄川では年間庄川では年間トラック２台分（トラック２台分（3030ｍｍ33程程度）度）のゴミのゴミがが不法不法にに投棄投棄されているものの、されているものの、
他河川に比べて少なく、平成１３年度のトラック１４台分から大きく減少してきた。他河川に比べて少なく、平成１３年度のトラック１４台分から大きく減少してきた。

④ 連携・協働による河川管理の推進④ 連携・協働による河川管理の推進

河川清掃等河川清掃等
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「ボランティア・サポート・プログラム河川編」

ボランティア団体が「里親」となり、養子である河
川の区画を「子」とする行政との間で協定を結び、そ
の協定書に基づいて清掃活動や花壇の手入れなどを行
います。

行政側は、ゴミの収集の協力や参加者の傷害保険の
負担等の支援を行う、住民参加型の河川管理を推進し
ています。

自治会、自治会、企業や学生企業や学生等のボランティア等のボランティアによる取り組みによる取り組みなどにより、河川清掃が行われていなどにより、河川清掃が行われてい
る。る。 「ボランティア・サポート・プログラム」「ボランティア・サポート・プログラム」の活用も検討しつつ、の活用も検討しつつ、 NPONPO・自治体・・自治体・
河川管理者の連携河川管理者の連携による河川管理を推進する必要がある。による河川管理を推進する必要がある。

高岡向陵高等学校による庄川河川敷の清掃

④ 連携・協働による河川管理の推進④ 連携・協働による河川管理の推進

ボランティアボランティアによる河川清掃による河川清掃

ボランティアによるゴミ不法投棄の回収作業


